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第３回島田市高齢者保健福祉計画等策定委員会 事前質問等に対する回答 

 

資料 頁 質問・意見 回答 

２ ２ 基本目標１ 

＜意見＞ 

通いの場に行く交通手段がないため、参加できないとの声を聞く。 

（タクシーを使ってまで参加する方はいないと想われる）  

通いの場の充実のひとつとして、地域ボランティアや介護施設車両

での送迎を検討願いたい。 

（包括ケア推進課） 

現在、介護施設事業者などから一部の地域の通いの場について、送

迎（車両及び運転手）に協力できるとのお申し出をいただいていま

す。 

実施にあたっては、運送法等による規制が生じる場合もありますの

で、当該事業者や通いの場の団体等との協議を重ね、実現に向けた

検討と支援を行っているところです。 

地域の通いの場等の充実を図るため、こうした民間事業者や地域と

の協働による仕組みづくりを推進していきたいと考えています。 

２ ２ 基本目標３ 

＜意見＞ 

災害に対応できる環境整備をするなかで、要援護者へのサポートが

実効性ある形になるよう整備願いたい。  

例えば、民生委員児童委員は要援護者を把握していると聞くが、 い

ざ災害の場合、要援護者ごとに民生委員児童委員に加えて地域のだ

れがサポートするかシミュレーションの必要を感じる。 

 

 

 

（危機管理課） 

要支援者（要援護者）へのサポートとしては、地域の自主防災組織

が避難行動要支援者名簿を保管しており、平常時には要支援者の把

握、災害時には避難行動要支援者名簿を基に安否確認や避難支援な

どを行います。 

また、避難行動要支援者の中でも、自力避難が困難であり、かつ家

族等の支援が受けられない方は、災害時における避難手順などを記

載した個別計画を、自主防災組織や民生委員・児童委員の協力をい

ただき作成しております。 

要支援者（要援護者）へのサポートをより実行性のあるものにする

ため、民生委員・児童委員や自主防災組織、地区の支援者などが連

携した訓練を行い、地域における協力体制を構築することは必要で

あると考えております。 

 

追加資料２ 
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資料 頁 質問・意見 回答 

３ ２ ②認知症にやさしいまちづくり 

＜意見＞ 

認知症カフェを共助にて月 1回程度開催の場合、現行年間 3,000円

（月 250円）では運営経費が捻出できず、 ボランティアの負担とな

らざるを得ない。ボランティアに快く活動してもらうには、最低の

運営経費は補助金で対応する必要がある。運営経費として、人件費・

交通費はボランティア負担としても、以下（例）の経費までボラン

ティア負担とするには酷であろう。 

イ．ボランティア活動保険（1人あたり年間 350円）  

ロ．行事保険（1回開催あたり 20名まで 560円）  

ハ．会議費（通信費・資料作成費など）  

ボランティア 2 人で年 12 回の認知症カフェ開催の場合、保険だけ

で 7,420円です。付保しないという選択もありますが、リスクをも

ったままの対応はしたくないのが、ボランティアの気持ちでしょう。 

上記は、認知症カフェのケースであるが、その他地域ボランティア

が行う福祉支援活動の運営経費に不足はないか、 今一度検証願いた

い。 

（包括ケア推進課） 

認知症カフェにつきましては、現在、市内 7カ所で、認知症地域支

援推進員やチームオレンジのメンバーが中心となり活動していま

す。市では、それぞれの認知症カフェの消耗品費について、実績に

応じて支出を行っています。 

活動に係る保険等につきましては、各地域で活動している認知症地

域推進員やチームオレンジのメンバーへの聞き取り等を実施し、加

入状況や希望等についての実態把握を行ってまいります。 

また、その他の事業としましては、「地域ふれあい事業」があります。 

運営は、「島田市地域ふれあい事業連絡協議会」へ業務委託し、各ふ

れあい団体への運営経費は、協議会が、「地域ふれあい事業実施要領」

に基づき配分しています。 

運営経費は、各団体の活動実績に基づき支給しており、現在、不足

が生じているというご意見等はございませんが、各団体が円滑に運

営できるよう、実施要領で定めている支払い基準等については、随

時、見直しを行っていきたいと考えています。 

（※ふれあい団体：52団体） 

 


